
精度の⾼い流体解析を
実践可能にする申請者
が所持する国際特許

申請者が開発した⿐腔流体解析を⽤いて Nose to Brain 
薬剤送達時の嗅球への到達量をシミュレーションし、
算出することで、個別に必要噴霧量を事前に算出

鼻腔流体解析を用いた個別オーダーメイドNose to Brain薬剤送達法の確立

脳疾患治療で期待されるNose to Brain
薬剤送達法は、⿐腔形態が複雑で個
⼈差が⼤きいため、噴霧した薬剤が
どの程度、嗅球へ送達するか予測不
可能なため、その有効性については
⼗分なコンセンサスが得られてない

現在の問題

鼻腔流体解析
を用いた本研
究の取り組み

本⽅法を⽤いたNose to Brain 薬剤送達法を確⽴させることで、⾄適薬剤量を投与可能にし、脳疾患
に対するアントメットメディカルニーズを解消！

医学領域（北村教授ら）
薬剤到達を障害する⿐粘膜肥厚軽減に繋がる
⿐腔通気に⼤きく影響する⿐粘膜の研究成果

⻭科領域（岩崎ら）
本研究のマウスでの検証を可能にする
マウスを⽤いた⿐腔流体解析の成果

医歯薬
クラスター

薬学領域（⽴川教授ら）
Nose to Brain 研究の根幹となる
嗅上⽪モデルの構築と嗅上⽪透過性の評価

医歯薬連携
全国の国公立大学で７
校しかない医歯薬学部
が併設されている徳島
大学の強みを生かした
医歯薬学学内連携研究
に加え、学外連携研究
（順天堂大学）を展開

Nose to Brain薬剤送達法による脳疾患治療時に⾄適噴霧量を
予測可能にすることで治療成績が⾶躍的に向上

脳疾患治療の新規解析診断⽅法として広く社会に浸透

期待できる成果

Nose to Brain 薬剤送達法の特性を最⼤限に⽣かした新規の⾰
新的医薬品創出

⼤型研究費獲得、特許出願、産学連携、国際共同研究


